
「地域別総合防災研修」の実施状況 資料２－１

１．開催地・⽇程
平成30年1月19日

ブロック 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 未実施県

北海道 北海道（札幌市）
8⽉ 7⽇(⽊)・8⽇(⾦)

北海道（札幌市）
12⽉ 3⽇(⽊)・4⽇(⾦)

北海道（札幌市）
11⽉15⽇(⽕)・16⽇(⽔)

北海道（札幌市）
8⽉ 3⽇(⽊)・4⽇(⾦)

ー

東北 宮城県（仙台市）
11⽉13⽇(⽊)・14⽇(⾦)

福島県（福島市）
12⽉ 8⽇(⽕)・9⽇(⽔)

⼭形県（⼭形市）
11⽉24⽇(⽊)・25⽇(⾦)

岩⼿県（盛岡市）
11⽉ 8⽇(⽔)・9⽇(⽊)

⻘森県
秋⽥県

北陸 ⽯川県（⾦沢市）
11⽉20⽇(⽊)・21⽇(⾦)

新潟県（新潟市）
11⽉17⽇(⽕)・18⽇(⽔)

富⼭県（富⼭市）
10⽉20⽇(⽊)・21⽇(⾦)

福井県（福井市）
10⽉26⽇(⽊)・27⽇(⾦)

ー

関東 ー ー ー ー

茨城県
栃⽊県
群⾺県
埼⽟県
東京都
千葉県
神奈川県

中部 愛知県（名古屋市）
12⽉11⽇(⽊)・12⽇(⾦)

岐⾩県（岐⾩市）
12⽉15⽇(⽕)・16⽇(⽔)

三重県（津市）
10⽉27⽇(⽊)・28⽇(⾦)

⼭梨県（甲府市）
11⽉28⽇(⽕)・29⽇(⽔)

⻑野県
静岡県（静岡市）
12⽉13⽇(⽔)・14⽇(⽊)

近畿 ⼤阪府（⼤阪市）
10⽉30⽇(⽕)・31⽇(⽔)

兵庫県（神⼾市）
10⽉29⽇(⽊)・30⽇(⾦)

和歌⼭県（和歌⼭市）
1⽉12⽇(⽊)・13⽇(⾦)

京都府（京都市）
11⽉15⽇(⽔)・16⽇(⽊)

滋賀県
奈良県

中国 広島県（広島市）
10⽉14⽇(⽕)・15⽇(⽔)

⼭⼝県（⼭⼝市）
10⽉22⽇(⽊)・23⽇(⾦)

岡⼭県（岡⼭市）
11⽉30⽇(⽔)・12⽉1⽇(⽊)

島根県（松江市）
11⽉ 1⽇(⽔)・2⽇(⽊)

⿃取県

四国 ⾹川県（⾼松市）
10⽉21⽇(⽕)・22⽇(⽔)

徳島県（徳島市）
10⽉14⽇(⽔)・15⽇(⽊)

⾼知県（⾼知市）
12⽉ 7⽇(⽊)・8⽇(⾦)

愛媛県（松⼭市）
11⽉21⽇(⽕)・22⽇(⽔)

ー

九州 福岡県（福岡市）
11⽉27⽇(⽊)・２8⽇(⾦)

熊本県（熊本市）
1⽉21⽇(⽊)・22⽇(⾦)

⻑崎県（⻑崎市）
12⽉15⽇(⽊)・16⽇(⾦) ⼤分県（⼤分市）

1⽉16⽇(⽕)・17⽇(⽔)
佐賀県
⿅児島県宮崎県（宮崎市）

1⽉19⽇(⽊)・20⽇(⾦)

沖縄 沖縄県（那覇市）
8⽉ 5⽇(⽕)・6⽇(⽔)

沖縄県（那覇市）
11⽉12⽇(⽊)・13⽇(⾦)

ー ー ー

 平成26年度〜平成29年度の開催地および開催地ごとの⽇程は次の通り。
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⽇
程 単 元 名 ⼿法 単元の概要 学習⽬標 講師 所要

時間

１
⽇
⽬

①防災⾏政（全体概要） 座
（全体概要）防災･危機管
理の基本的な考え⽅や防災
活動の基礎的な知識を学ぶ。

・防災・危機管理の基
本的な考え⽅、⾃治
体防災活動の概要を
説明できる。

内閣府 60分

②防災⾏政（法体系） 座
（災害法体系）防災活動全
体に関する基本的な法律を
学ぶ。

・防災活動に関連する
法令の概要を説明で
きる。

内閣府

90分
③防災⾏政（防災計
画） 座 （防災計画）防災計画の全

体像を学ぶ。

・防災計画（BCPと受
援体制を含む）の概
要について説明でき
る。

内閣府

④地域の災害特性 座 地域の災害特性と想定され
る被害状況を学ぶ。

・地域の災害特性と想
定される被害の概要
について説明できる。

地⽅
気象台 75分

⑤災害対応過程と態度を
学ぶ 演

災害発⽣前後の地⽅公共団
体の対応について具体的な
事例に沿って学ぶ。

・災害発⽣前後に、必
要な⾏政の対応の流
れを、具体的に説明
できる。

事務局 150分

２
⽇
⽬

⑥警報避難の枠組み 座
警報避難対策の流れと内容
について、「避難勧告等に
関するガイドライン」を中
⼼に全体像を学ぶ。

・警報等の伝達及び避
難勧告等の判断・伝
達の流れについて説
明できる。

内閣府 75分

⑦被災者⽀援の枠組み 座
被災者⽀援対策について、
災害救助法とその適⽤・運
⽤を中⼼に学ぶ。

・災害時における被災
者⽀援の⼀つである
災害救助法の概要を
説明できる。

内閣府 75分

⑧交通確保・物資物流・
広域応援の枠組み 座

交通確保と物資物流、広域
応援対策の流れと内容につ
いて、事例とともに、全体
像を学ぶ。

・交通確保と物資物流
の概要を説明できる。

・広域応援の実施の流
れについて説明でき
る。

有識者 75分

⑨⾃助・共助の取り組み
の促進 座

住⺠等による⾃助・共助の
取組の促進について、地区
防災計画やボランティアな
ど様々な⼿法を学ぶ。

・⾃助、共助の取組み
（ボランティアや
NPOへの対応を含
む）を説明できる。

内閣府 75分

⑩全体討論･閉講式 演

防災⼒アップのため、災害
対応の基本について学んだ
ことを、受講者が担当する
業務にどのように反映させ
るのかを考える。

・研修受講の⽬的を再
認識する。

・研修を通じて、学び、
得たものを整理する。

・研修を活かして次に
つなげることを認識
する。

事務局 60分

２．平成29年度「地域別総合防災研修」のカリキュラム

 平成29年度「地域別総合防災研修」の標準的なカリキュラムは次の通り。
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３．平成29年度地域別総合防災研修において実施した改善等

№ 改善点 理由 改善内容 備 考
1 講義内容の

重複をなく
した

H28アンケートで、
「防災⾏政概要」の
内容に重複が多いと
の意⾒が多かったた
め

• 1限⽬・2限⽬の「防災⾏政」で
は、他の単元で詳しく話す内容
については研修テキストに参照
先（他の単元）を明⽰し、それ
を説明するのみとした。

・法体系
・防災計画

2 単元構成を
変更した

H28アンケートで、
「法体系」と「防災
計画」についてボ
リュームの割に講義
時間が短いとの意⾒
が多かったため

• ①「全体概要」75分
⇒60分に変更

• ②「法体系」と③「防災計画」
合わせて75分
⇒90分に変更

3 アンケート
の内容を⾒
直した

有明の丘研修のアン
ケートの改善に合わ
せて変更

• 「事前アンケート」「単元別ア
ンケート」「最終⽇アンケー
ト」の内容を⾒直した。
（8⽉に実施した北海道以外）

• 「講師アンケート」を新たに実
施した。

4 事前アン
ケートの集
計結果を講
師に提⽰

よりよい講義に改善
するために実施

• 研修前に、受講⽣への「事前ア
ンケート」の集計結果を講師に
メール送付した。
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（参考）平成29年度 地域別総合防災研修パンフレット
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